
１．定点における病害虫発生調査結果

◎これからの対応

今回の調査では、セジロウンカとヒメトビウンカの発生が確認されております。

また、圃場にヒエなどが発生している場合は、カメムシがつきますので必ず抜き取る作業を行って下さい。

栽培ごよみに準じ防除しましょう。

（参考：カメムシ類・ウンカ類の防除薬剤　トレボン粒剤　２ｋｇ/１０a　収穫21日前まで使用可能です。)

登熟不良による品質低下を防ぐため、水管理は収穫７日から１０日前まで間断潅水を行い、根の活力維持に努めましょう。
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